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の供試体 3本 準備 ，3種類の 圧σ3=p0=1

れ次に示すような手順 a),b)で行った。(Figure 1 参照)下記の文中

お，各供試体の土粒子質量 ms=350(g)，土粒子密度ρs=2.68(g/cm
3)

隙体積，Vs：土粒子体積)，三軸圧縮試験の時に供試体に作用する平

－σ3’である。 
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下記の文中の下線部     を適切な文字式，記号，数字で

(g/cm3)，水の密度 ρw = mw/Vw = 1.00 (g/cm3)，土の間隙比 e = Vv

の質量と体積，mw，Vw：水の質量と体積，Vv：間隙の体積)であ
 1. 締固め試験で，突固め後の(土+モールド)の質量 m2 = 6000(g
の湿潤密度ρt =  2.20     (g/cm3)，乾燥密度 ρd = 1.96 
Sr = 87.6  (%)である。なお，モールド質量 m1 = 3800(g)，容
突固め回数を 3層 25回としたときの最適含水比 w25と最大乾燥

水比 w50と最大乾燥密度ρd50との大小関係を不等号で示すと，下

最適含水比： w25  ＞  w50，最大乾燥密

また，同じ試料を空気乾燥して 250(g)を採取し，2mmふるいで
であった。この 2mmふるい通過分(含水比は，8%)から 100(g)採取
5(μm)以下が 15(%)であった。全乾燥試料に対する礫分の含有率
ルト分の含有率は 16.6 (%)，粘土分の含有率は 9.9 (%)であ
 2. 飽和粘土試料を用いて，乱さない状態の一軸圧縮試験と練り
い状態の試料の一軸圧縮強度 qu=100(kN/m2)であり，練り返した
った。この粘土試料の鋭敏比 St=  5  である。 
 また，同じ試料を用いて塑性限界試験を行った。粘土試料の塑

とすりガラス板との間でころがしながらひも状にして，ひもが直

きの試料の含水比から求める。 
 3. Fig.1 の飽和砂の圧密排水(CD)三軸圧縮試験で，Fig.1a)の
140.0(cm3)，ビュレットの読みは 10.0(cm3)であった。排水バルブ
った。このとき，供試体体積は 137.5 (cm3)である。次に，排
のビュレットの読みは，15.0(cm3)であった。このとき，供試体体
 4. ある粘土の圧密試験で，圧密圧力 p= 100 (kN/m2)のとき供試
にしたときの供試体高さ H =1.75(cm) になった。このとき，p= 1
p= 200(kN/m2)における供試体間隙比は 1.21 である。また，こ
なお，供試体の初期高さ H0 =2.00(cm)，直径 D = 6(cm)，圧密試験
= 0.301である。 
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5. 土圧の模型実験で求められる静止土圧 P0，主働土圧 PA，受

うになる。 
  PA   ＜   P0   
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同じ飽和砂
 A,B,C を
 して
 側
字式または数字で埋めなさい。な

0(g/cm3)，間隙比 e=Vv/Vs (Vv：間

(σ1’+2σ3’)/3，主応力差 q=σ1’

土粒子の密度 ρs = ms/Vs = 2.68 
Vw/Vv)×100(%) (ms，Vs：土粒子

 12.0(%)であった。このときの土
隙比 e=  0.367   ，飽和度
あった。 
回数 50回としたときの最適含
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  ρd50 
の残留分(含水比は，0%)が 80(g)
た結果，75(μm)以下が 40(%)，
分の含有率は 39.8  (%)，シ
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ンせん断試験を行った。乱さな

水せん断強度 Cur=10(kN/m2)であ
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り合わせた試料の塊を手のひら

った段階で切れ切れになったと
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ブを開ける前の供試体体積は

ュレットの読みは 7.5(cm3)にな
まま Fig.1b)の状態になったとき
3)である。 5×2＝10 

)であった。次に，p = 200 (kN/m2) 
る供試体間隙比は 1.40   ，
縮指数 Cc =  0.63  である。
体の乾燥質量 ms = 60.0(g)，log102 
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